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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR079 : STK600通信規約

要点
■ 支援される命令と命令任意選択
■ 命令と応答の一纏め形式

1. 序説
この資料はSTK600®規約を記述します。このﾌｧｰﾑｳｪｱはAVR Studio® 4.14またはそれ以降で
配布されます。

全ての命令、応答、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの定義と他の定義値は"command.h"ﾌｧｲﾙで得られます。このﾌｧｲ
ﾙはAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。

全てのﾃﾞﾊﾞｲｽの特性値は各ﾃﾞﾊﾞｲｽに対するXMLﾌｧｲﾙで得られます。このXMLﾌｧｲﾙはAVR 
Studioと共に配布されます。Atmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ、http://www.atmel.com/products/AVR/から最
終のAVR Studio 4をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。XMLﾌｧｲﾙ形式は12.章で記述されます。

2. 概要

2.1. USB通信

STK600はUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してﾊﾟｿｺﾝと通信します。USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは1つのINと1つの
OUTで2つの大量(ﾊﾞﾙｸ)ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄを使います。USB記述子は「追補」で得られます。

2.2. ﾊﾟｹｯﾄ形式

ﾊﾟｿｺﾝは返答で応答するSTK600へ命令を送ります。各命令は返答を生成します。

命令と返答の両方は大量(ﾊﾞﾙｸ)ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄに関する最大ﾊﾟｹｯﾄ容量よりも大きくでき、このため
に命令または返答は多数のIN/OUTﾊﾟｹｯﾄに分割され得ます。短いﾊﾟｹｯﾄは命令または応答
の最後を示します。

2.3. USBﾄﾞﾗｲﾊﾞ

STK600と通信するためにﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされなければなりません。ﾄﾞﾗｲﾊﾞは
無から、またはﾄﾞﾗｲﾊﾞ開発ｷｯﾄを使って書くことができます。

AVR Studio 4はJungo(www.jungo.com)から許諾されたUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞを含みます。Jungoから許諾
を得ることにより、第3者のｿﾌﾄｳｪｱはAVR Studioと同じﾄﾞﾗｲﾊﾞをｱｸｾｽすることができます。そし
て使用者はﾄﾞﾗｲﾊﾞを変えることなくAVR Studioと他のﾂｰﾙの両方を使うことができます。

注: STK600用のﾌｧｰﾑｳｪｱ更新はAVR Studioと共に含まれる専用更新ｿﾌﾄｳｪｱでだけ更新す
ることができます。これはAVR Studioと共に供給されたﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが必要です。

2.4. 命令形式

本章はSTK600へ入力され得る全ての命令とﾎｽﾄへ返され得る各命令の有り得る全応答を記述
します。

全ての命令に対し、STK600は命令識別(Command ID)に等しい返答識別(Answer ID)で返答
を返します。命令内の最初のﾊﾞｲﾄは常に命令識別(Command ID)で、返答内の最初のﾊﾞｲﾄは
常に返答識別(Answer ID)です。

http://www.atmel.com/products/AVR/
http://www.jungo.com
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3. 一般命令
これらの命令は特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作に関連付けされません。

3.1. 装置識票取得命令(CMD_SIGN_ON) [$01]

この命令は本規約を実装するSTK600用の固有の識票文字列を返します。

表3-1. 命令形式

領域 容量 内容値

識別取得命令 (CMD_SIGN_ON) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

表3-2. 返答形式

領域 容量 内容値

識別取得命令 (CMD_SIGN_ON) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態 (Status)

識票文字列のﾊﾞｲﾄ長61ﾊﾞｲﾄ識票長 (Signature legth)

識票文字列($00終端なし)6ﾊﾞｲﾄ "STK600"

3.2. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_PARAMETER) [$02]

ﾎｽﾄはSTK600内に多くのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定できます。各ﾊﾟﾗﾒｰﾀの説明については「11. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」をご覧ください。

表3-3. 1ﾊﾞｲﾄ値用命令形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令 (CMD_SET_PARAMETER) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

設定するﾊﾟﾗﾒｰﾀの指定1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID)

指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの新規値1ﾊﾞｲﾄ値 (Value)

表3-4. 2ﾊﾞｲﾄ値用命令形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令 (CMD_SET_PARAMETER) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

設定するﾊﾟﾗﾒｰﾀの指定1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID)

指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの新規値上位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ値 (Value)

指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの新規値下位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ値 (Value)

表3-5. 返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令 (CMD_SET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作結果を示す状態値

3.3. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令(CMD_GET_PARAMETER) [$03]

ﾎｽﾄはSTK600から各ﾊﾟﾗﾒｰﾀを読むこともできます。

表3-6. 命令形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

取得するﾊﾟﾗﾒｰﾀの指定1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID)

表3-7. 1ﾊﾞｲﾄ値に対する命令成功の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作成功を示す状態値

指定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀ値1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (Parameter value)
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表3-8. 2ﾊﾞｲﾄ値に対する命令成功の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作成功を示す状態値

指定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀ値上位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (Parameter value)

指定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀ値下位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (Parameter value)

表3-9. 命令失敗の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作失敗を示す状態値

操作失敗の理由は不正なﾊﾟﾗﾒｰﾀが要求されることだけです。

3.4. 発振校正命令(CMD_OSCCAL) [$05]

この命令はAVR053応用記述に記載されるように校正手順を実行します。

表3-10. 命令形式

領域 容量 内容値

発振校正命令 (CMD_OSCCAL) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

表3-11. 返答形式

領域 容量 内容値

発振校正命令 (CMD_OSCCAL) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作結果を示す状態値

3.5. ｱﾄﾞﾚｽ指定命令(CMD_LOAD_ADDRESS) [$06]

この命令はSTK600内にｱﾄﾞﾚｽを格納します。この次のﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し、EEPROM書き込み、EEPROM読
み出し命令は本命令で設定したｱﾄﾞﾚｽから操作します。本命令は高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、低電圧直列ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関連して使われます。前記の全命令は内部ｱﾄﾞﾚｽ計数器を進行し、このために本命令は1度の送出だけが必要です。

表3-12. 命令形式

領域 容量 内容値

ｱﾄﾞﾚｽ指定命令 (CMD_LOAD_ADDRESS) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

MSB先行 4ﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽ4ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address)

語(ﾜｰﾄﾞ)ｱﾄﾞﾚｽ指定のﾒﾓﾘ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ)に対するｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀは語(ﾜｰﾄﾞ)ｱﾄﾞﾚｽです。

ﾋﾞｯﾄ31が設定(1)されている場合、これは後続の読み書き操作が64Kﾊﾞｲﾄより大きなﾒﾓﾘ上で実行されることを示します。これは(ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽに対して)拡張ｱﾄﾞﾚｽ指定が実行されなければならないことをSTK600に示します。64Kﾊﾞｲﾄより大きなﾒﾓﾘのﾃﾞﾊﾞｲｽについてはﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄをご覧ください。

表3-13. 命令成功の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ｱﾄﾞﾚｽ指定命令 (CMD_LOAD_ADDRESS) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 成功を示す状態値
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3.6. ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令(CMD_FIRMWARE_UPGRADE) [$07]

ﾎｽﾄが書き込み器への接続を試みる時にﾌｧｰﾑｳｪｱ版を調べます。ﾊﾟｿｺﾝ上で新しい版が利用可能なら、ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新が開始され
ます。

STK600は本命令の使用によって更新動作へﾘﾌﾞｰﾄできます。

表3-14. 命令形式

領域 容量 内容値

ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令
(CMD_FIRMWARE_UPGRADE)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

更新動作許可文字列(0終端)10ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID) "fwupgrade"

表3-15. 返答形式

領域 容量 内容値

ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令
(CMD_FIRMWARE_UPGRADE)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値

返された状態値が命令成功状態(STATUS_CMD_OK)なら、STK600は(一旦)切断して更新動作へ移行します。

3.7. 配線ｶｰﾄﾞID表設定命令(CMD_LOAD_RC_ID_TABLE) [$0E]

この命令は配線ｶｰﾄﾞ(RC)基板識別(ID)表をSTK600のﾌｧｰﾑｳｪｱへ送ります。この表内の各行は最初に配線ｶｰﾄﾞ識別子(RC_ID)、そ
の後に(その配線ｶｰﾄﾞで使用を許される)ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ識別子(SC_ID)、そしてその配線ｶｰﾄﾞで許される最大VTG電圧(MAX_VTG)を保
持します。

表先頭の2ﾊﾞｲﾄは表の改訂番号を保持し、MSB先行です。

表3-16. 命令形式

領域 容量 内容値

配線ｶｰﾄﾞID表設定命令
(CMD_LOAD_RC_ID_TABLE)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

(2つの改訂ﾊﾞｲﾄを含む)
総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)

1ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (NumBytes)

改訂上位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ配線ｶｰﾄﾞID表 (RC_ID_table)

改訂下位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ～

配線ｶｰﾄﾞ識別子1ﾊﾞｲﾄ～

配線ｶｰﾄﾞで使用を許される
ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ識別子

1ﾊﾞｲﾄ～

その配線ｶｰﾄﾞに対する最大VTG1ﾊﾞｲﾄ～

上の最後の3行は表全体が送られるまで繰り返されます。

表3-17. 返答形式

領域 容量 内容値

配線ｶｰﾄﾞID表設定命令
(CMD_LOAD_RC_ID_TABLE)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
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3.8. 拡張ｶｰﾄﾞID表設定命令(CMD_LOAD_EC_ID_TABLE) [$0F]

この命令は拡張ｶｰﾄﾞ(EC)基板識別(ID)表をSTK600のﾌｧｰﾑｳｪｱへ送ります。この表内の各行は最初に拡張ｶｰﾄﾞ識別子(EC_ID)、そ
の後にその拡張ｶｰﾄﾞで許される最大VTG電圧(MAX_VTG)を保持します。

表先頭の2ﾊﾞｲﾄは表の改訂を保持し、MSB先行です。

表3-18. 命令形式

領域 容量 内容値

拡張ｶｰﾄﾞID表設定命令
(CMD_LOAD_EC_ID_TABLE)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

(2つの改訂ﾊﾞｲﾄを含む)
総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)

1ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (NumBytes)

改訂上位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ配線ｶｰﾄﾞID表 (RC_ID_table)

改訂下位ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ～

拡張ｶｰﾄﾞ識別子1ﾊﾞｲﾄ～

1ﾊﾞｲﾄ～ その拡張ｶｰﾄﾞに対する最大VTG

上の最後の2行は表全体が送られるまで繰り返されます。

表3-19. 返答形式

領域 容量 内容値

拡張ｶｰﾄﾞID表設定命令
(CMD_LOAD_EC_ID_TABLE)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

3.9. 目的対象接続調査命令(CMD_CHECK_TARGET_CONNECTION) [$0D]

表3-20. 命令形式

領域 容量 内容値

目的対象接続調査命令
(CMD_CHECK_TARGET_CONNECTION)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

表3-21. 返答形式

領域 容量 内容値

目的対象接続調査命令
(CMD_CHECK_TARGET_CONNECTION)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

(下表をご覧ください)1ﾊﾞｲﾄ返答値 (Answer value) 目的対象の接続状態

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

この命令は目的対象の接続調査を行い、目的対象の接
続状態を返します。

この値は6ﾋﾞｯﾄで、ﾋﾞｯﾄ2～0が短絡回路保護系の状態を
示し、ﾋﾞｯﾄ4,5はISPが目的対象に正しく接続されているか
を示します。

ﾋﾞｯﾄ4,5は目的対象が給電されている場合の正しい目的
対象接続を示すだけです。

ﾋﾞｯﾄ3は無効です。

表3-22. ﾋﾞｯﾄ説明

ﾋﾞｯﾄ番号 状態

MOSI接続失敗 (STATUS_CONN_FAIL_MOSI)0

ﾘｾｯﾄ接続失敗 (STATUS_CONN_FAIL_RST)1

SCK接続失敗 (STATUS_CONN_FAIL_SCK)2

ISP準備不可 (STATUS_ISP_READY)4

目的対象逆装着 (STATUS_TGT_REVERSE_INSERTED)5

異常を示すために対応ﾋﾞｯﾄが'1'に設定されます。

それは、線が短絡された場合、目的対象が検出されない場合、またはﾌﾟﾗｸﾞが逆向きに挿入された場合です。

$00の値が返される場合は接続OKを意味します。

目的対象の接続が正しいかを調べるため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ手順を始める前にﾊﾟﾗﾒｰﾀ(ﾋﾞｯﾄ4,5)が調べられるべきです。

回路短絡のための操作失敗かを調べるため、命令失敗の場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ手順後にも調べられるべきです。

STK600がｱｲﾄﾞﾙ状態の時にSTK600制御回路がｽｨｯﾁ経由で絶縁されるため、回路短絡はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_ 
PROGMODE_xxx)が発行された後でだけ検知することができます。
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4. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令
これらの命令はISP動作でのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM、ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ、施錠ﾋﾞｯﾄ、識票ﾊﾞｲﾄ、発振校正ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを扱います。

4.1. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP) [$10]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspEnterProgMode/

表4-1. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

命令実行猶予時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ猶予時間 (timeout) XML:timeout

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位µs)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
接続待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ実行待機時間 (cmdexeDelay) XML:cmdexeDelay

同期化処理試行回数1ﾊﾞｲﾄ同期試行回数 (synchLoops) XML:synchLoops

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
各ﾊﾞｲﾄ間待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ待機時間 (byteDelay) XML:byteDelay

検査値 (AVR=$53)1ﾊﾞｲﾄ同期検査値 (pollValue) (注1) XML:pollValue

検査値の受信ﾊﾞｲﾄ位置
(0=検査なし,3=AVR)

1ﾊﾞｲﾄ検査値位置 (pollIndex) XML:pollIndex

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1) (注2)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2) (注2)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3) (注2)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4) (注2)

注1: SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが環状緩衝部(1ﾊﾞｲﾄ出力,1ﾊﾞｲﾄ入力)として実行されるため、検査値位置(pollIndx)ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
で送信されたﾊﾞｲﾄのどの返り値を格納すればよいかを示します。

注2: cmd1,cmd2,cmd3,cmd4はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令一式」で得られる命令ﾊﾞｲﾄです。

表4-2. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功、時間超過または
失敗)を示す状態値

4.2. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP) [$11]

この命令はSTK600をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作から抜け出させます。ﾃﾞﾊﾞｲｽは標準動作にされます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspLeaveProgMode/

表4-3. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

事前待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ事前待機時間 (preDelay) XML:preDelay

事後待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ事後待機時間 (postDelay) XML:postDelay

表4-4. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

本命令は常に成功を返します。1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)
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4.3. ISP ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMD_CHIP_ERASE_ISP) [$12]

この命令は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾁｯﾌﾟ消去を実行します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspChipErase/

表4-5. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾁｯﾌﾟ消去命令 (CMD_CHIP_ERASE_ISP) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

消去完了保証待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ終了待機時間 (earseDelay) XML:eraseDelay

終了検知方法 (0=時間待機,
1=BSY/RDY命令使用)

1ﾊﾞｲﾄ終了検知法 (pollMethod) XML:pollMethod

ﾁｯﾌﾟ消去命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1) (注)

ﾁｯﾌﾟ消去命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2) (注)

ﾁｯﾌﾟ消去命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3) (注)

ﾁｯﾌﾟ消去命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4) (注)

注: cmd1,cmd2,cmd3,cmd4はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令一式」で得られる命令ﾊﾞｲﾄです。

表4-6. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾁｯﾌﾟ消去命令 (CMD_CHIP_ERASE_ISP) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

4.4. ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP) [$13]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にﾃﾞｰﾀを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspProgramFlash/

表4-7. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (NumBytes)

書き込み種別 (*)1ﾊﾞｲﾄ書き込み種別 (mode) XML:mode

書き込み種別に応じて、各形式の
書き込み終了に対して使われる
遅延時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ待機時間 (delay) XML:delay

(語下位)ﾊﾞｲﾄ書き込み命令 または
ﾍﾟｰｼﾞ内(下位)ﾊﾞｲﾄ設定命令

1ﾊﾞｲﾄ命令ﾊﾞｲﾄ値1 (cmd1)

ﾍﾟｰｼﾞ書き込み命令1ﾊﾞｲﾄ命令ﾊﾞｲﾄ値2 (cmd2)

(語下位)ﾊﾞｲﾄ読み出し命令1ﾊﾞｲﾄ命令ﾊﾞｲﾄ値3 (cmd3)

XML:pollVal1 ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞでの検査値11ﾊﾞｲﾄ終了検査値1 (poll1)

XML:pollVal2
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞでの検査値2 (ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ
書き込みに対しては不使用)

1ﾊﾞｲﾄ終了検査値2 (poll2)

書き込むべきﾊﾞｲﾄ数分の値列nﾊﾞｲﾄ書き込み値列 (Data)
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* 書き込み種別(mode)内容

この書き込み種別ﾊﾟﾗﾒｰﾀは本命令の作業
方法に対して重要な意味があります。この
書き込み種別ﾊﾞｲﾄ内のﾋﾞｯﾄは以下の意味
があります。

表4-8. 書き込み種別ﾊﾞｲﾄ内のﾋﾞｯﾄ

ﾋﾞｯﾄ番号 内容 書き込み種別

ﾍﾟｰｼﾞ書き込み7

BSY/RDYﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ6
ﾍﾟｰｼﾞ書き込み動作

値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ5

時間待機4

BSY/RDYﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ3

値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ2 語(ﾜｰﾄﾞ)書き込み動作

時間待機1

ﾍﾟｰｼﾞ/語(ﾜｰﾄﾞ)書き込み種別 (0=語,1=ﾍﾟｰｼﾞ)0

ﾍﾟｰｼﾞ/語(ﾜｰﾄﾞ)書き込み種別ﾋﾞｯﾄはﾃﾞﾊﾞｲｽ
がﾍﾟｰｼﾞ書き込みを支援するか否かを選び
ます。

命令ﾊﾞｲﾄは語とﾍﾟｰｼﾞ書き込み種別で異な
ります。語(ﾜｰﾄﾞ)動作でのISP命令は「ﾌﾗｯ
ｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み」と「ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し」
が使われます。ﾍﾟｰｼﾞ動作では「ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰ
ｼﾞ内上位/下位ﾊﾞｲﾄ設定」、「ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ
書き込み」、「ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ上位/下位ﾊﾞｲﾄ読み出し」が使われます。読み出し命令は書き込み種別ﾋﾞｯﾄで値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞが指定され
ている場合に使われます。上位/下位選択ﾋﾞｯﾄ(ﾍﾟｰｼﾞ設定や読み書き命令の第1ﾊﾞｲﾄ内のﾋﾞｯﾄ3)は、このﾋﾞｯﾄが解除(0)のままなの
で、STK600によって操作されます。

書き込み種別に応じて、時間待機、値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ、BSY/RDYﾎﾟｰﾘﾝｸﾞの各終了方法が選ばれます。

ﾍﾟｰｼﾞ動作に対して、ﾍﾟｰｼﾞ書き込みﾋﾞｯﾄはﾍﾟｰｼﾞ一時緩衝部内にﾃﾞｰﾀが設定されてしまった後、「ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ書き込み」命令が実
行されるべきかを決めます。1命令でSTK600へ転送できるより大きなﾍﾟｰｼﾞ容量のﾃﾞﾊﾞｲｽについては、数回のISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込
み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)が実行されなければなりません。このような場合、最後の命令だけがﾍﾟｰｼﾞ書き込みﾋﾞｯﾄを設
定(1)すべきです。

注: ﾋﾞｯﾄ7は一定でなく、ﾊﾟｿｺﾝのｿﾌﾄｳｪｱによって制御されなければならないので、XMLﾌｧｲﾙでﾋﾞｯﾄ6～0だけが設定されています。

書き込み操作の完了時を決めるのに値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞが使われるとき、終了検査値1が供給されなければなりません。この値は書き
込み値が読まれるまでﾃﾞﾊﾞｲｽからどんな値が読まれるかを示します。これは書き込み終了を示します。終了検査値2はEEPROM書き
込みに対してだけ使われます。

表4-9. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

4.5. ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_ISP) [$14]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内からﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspReadFlash/

表4-10. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総読み出しﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (NumBytes)

1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1)
ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出しISP命令の第
1ﾊﾞｲﾄ値。上位/下位選択ﾋﾞｯﾄ(ﾋﾞｯ
ﾄ3)はﾌｧｰﾑｳｪｱで操作されます。

表4-11. 命令が実行された場合の返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 成功を示す。常に成功でしょう。

ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞﾊﾞｲｽ読み出し値nﾊﾞｲﾄ読み出し値列 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。常に成
功でしょう。
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表4-12. 命令が実行されなかった場合の返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 失敗を示す状態値

命令形式は、ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_ISP)をご覧ください。

4.8. ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP) [$17]

この命令は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを書きます。

4.6. ISP EEPROM書き込み命令(CMD_PROGRAM_EEPROM_ISP) [$15]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMにﾃﾞｰﾀを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspProgramEeprom/

命令形式は、ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)をご覧ください。

4.7. ISP EEPROM読み出し命令(CMD_READ_EEPROM_ISP) [$16]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMからﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspReadEeprom/

表4-13. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

送信すべき命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1) (注)

送信すべき命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2) (注)

送信すべき命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3) (注)

送信すべき命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4) (注)

注: cmd1,cmd2,cmd3,cmd4はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令一式」で得られる命令ﾊﾞｲﾄです。

表4-14. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

4.9. ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP) [$18]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspReadFuse/

表4-15. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

読み出し値の命令内位置1ﾊﾞｲﾄ読出値位置 (RetAddr) (注1) XML:pollIndex

送信すべき命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1) (注2)

送信すべき命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2) (注2)

送信すべき命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3) (注2)

送信すべき命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4) (注2)

注1: SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが環状緩衝部(1ﾊﾞｲﾄ出力,1ﾊﾞｲﾄ入力)として実行されるため、読み出し値位置(RetAddr)はSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
送信されたﾊﾞｲﾄのどの返り値を格納すればよいかを示します。

注2: cmd1,cmd2,cmd3,cmd4はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令一式」で得られる命令ﾊﾞｲﾄです。
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表4-16. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。
常に成功。

ﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ読み出し
値

1ﾊﾞｲﾄ読み出し値 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。
常に成功。

4.10. ISP 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_LOCK_ISP) [$19]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令と同じで、施
錠ﾊﾞｲﾄ書き込みのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspProgramLock/

4.11. ISP 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_LOCK_ISP) [$1A]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令と同じで、施錠ﾊﾞ
ｲﾄ読み出しのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

4.12. ISP 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令(CMD_READ_SIGNATURE_ISP) [$1B]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令と同じで、識票ﾊﾞ
ｲﾄ読み出しのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspReadLock/

4.13. ISP 発振校正値読み出し命令(CMD_READ_OSCCAL_ISP) [$1C]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令と同じで、発振校
正値ﾊﾞｲﾄ読み出しのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspReadSign/

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspReadOsccal/

4.14. ISP複数命令(CMD_SPI_MULTI) [$1D]

これはどのISP命令をも実行するのに使える一般命令です。本命令はSPIﾊﾞｽへﾊﾞｲﾄ数分書き(送信し)、ﾊﾞｲﾄ数分返します。

表4-17. 命令形式

領域 容量 内容値

ISP複数命令 (CMD_SPI_MULTI) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

送信ﾊﾞｲﾄ数1ﾊﾞｲﾄ送信ﾊﾞｲﾄ数 (NumTx) 0～255

1ﾊﾞｲﾄ受信ﾊﾞｲﾄ数 (NumRx) 0～255 受信ﾊﾞｲﾄ数

返し値の開始位置。返され、格納
されるべき応答が送信ﾊﾞｲﾄのどの
位置からかを指定します。(訳注)

1ﾊﾞｲﾄ受信開始位置 (RxStartAddr)

送信すべきﾊﾞｲﾄ数分(NumTx)の値
0～255
ﾊﾞｲﾄ

送信値列 (TxData)

受信ﾊﾞｲﾄ数が送信ﾊﾞｲﾄ数より多い場合、ﾌｧｰﾑｳｪｱは必要分を値$00のﾊﾞｲﾄで埋めます。これはﾊﾟｿｺﾝから書き込み器への転送消費
時間を節約するためです。

(訳注) 命令形式内の受信開始位置は送信ﾊﾞｲﾄ数内のどの位置以降を受信ﾊﾞｲﾄ数として返答形式内の読み出し値列に格納するか
を指定します。従って返答形式内の読み出し値列のﾊﾞｲﾄ数は命令形式内の受信ﾊﾞｲﾄ数-受信開始位置になります。
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表4-18. 返答形式

領域 容量 内容値

ISP複数命令 (CMD_SPI_MULTI) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

命令で示されたSPIﾊﾞｽからの読み
出し値列。

0～255
ﾊﾞｲﾄ

読み出し値列 (data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

5. 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令

5.1. 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_PP) [$20]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpEnterProgMode/

表5-1. 命令形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位µs)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
接続待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
実行待機時間
(progModeDelay)

XML:progModeDelay

発振校正値ﾗｯﾁに使うｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ
数

1ﾊﾞｲﾄﾗｯﾁ周期数 (latchCycles) XML:latchCycles

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行時の電源
OFF/ON(0=なし,1=あり)。
RSTDISBL機能付きﾃﾞﾊﾞｲｽ用。

1ﾊﾞｲﾄ電源OFF/ON (toggleVtg) XML:toggleVtg

電源電圧が充分低いことを保証さ
せるための電源OFF後の
付加待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
電源OFF待機時間
(powerOffDelay)

XML:powerOffDelay

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間1
(resetDelayMs)

XML:resetDelayMs

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位10µs)
総遅延時間はﾘｾｯﾄ遅延時間1(ms)
+ﾘｾｯﾄ遅延時間2(10µs)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間2
(resetDelayUs)

XML:resetDelayUs

表5-2. 返答形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値

(訳注) 原書での表5-3.は表5-2.の部分内容のため、表5-2.内に埋め込みました。

5.2. 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_PP) [$21]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作から抜け出させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpLeaveProgMode/

表5-4. 命令形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

RESET=L保持遅延時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄﾘｾｯﾄ遅延時間 (resetDelay) XML:resetDelay
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表5-5. 返答形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

操作結果(成功)を示す結果値1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)

5.3. 並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMD_CHIP_ERASE_PP) [$22]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾁｯﾌﾟ消去を実行します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpChipErase/

表5-6. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

WR(負論理)ﾊﾟﾙｽ幅 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾙｽ幅 (pulseWidth) XML:pulseWidth

終了監視(BSY/RDY=↑)時間
0ならばBSY/RDY不使用 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

表5-7. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

(訳注) 原書での表5-8.は表5-7.の部分内容のため、表5-7.内に埋め込みました。

5.4. 並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_PP) [$23]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にﾃﾞｰﾀを書きます。ﾍﾟｰｼﾞで構成されたﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾃﾞﾊﾞｲｽに対しては、本
命令で使うｱﾄﾞﾚｽと容量がそのﾃﾞﾊﾞｲｽに適合していなければなりません。換言すると、1つのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ
の1つのﾊﾟｰｼﾞ書き込みに使われます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpProgramFlash/

表5-9. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes)

書き込み種別 (以降の説明参照)1ﾊﾞｲﾄ書き込み種別 (mode) (注) XML:mode

終了監視時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

書き込むべきﾊﾞｲﾄ数分の値列nﾊﾞｲﾄ書き込み値列 (Data)

注: 以降の一覧で詳細をご覧ください。

書き込み種別(mode)内容

・ ﾋﾞｯﾄ0はﾊﾞｲﾄ(=0)またはﾍﾟｰｼﾞ(=1)のどちらの書き込みを使うかを示します。

・ ﾋﾞｯﾄ3～1はﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄで、ﾍﾟｰｼﾞ容量は語(ﾜｰﾄﾞ)でなくﾊﾞｲﾄで与えられます。右表をご覧ください。

・ ﾋﾞｯﾄ4,5は未使用です。

・ ﾋﾞｯﾄ6は書き込むべき最終ﾍﾟｰｼﾞで1に、さもなければ0に設定されなければなりません。

・ ﾋﾞｯﾄ7はﾍﾟｰｼﾞ書き込みが行なわれるかを示します(転送ﾃﾞｰﾀ終了)。標準的には常に1を設定すべきで
す。けれども対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ容量が(STK600で利用可能なSRAM量の制限のために)１つのﾌﾗｯｼｭ 
ﾒﾓﾘ書き込み命令に含まれる量より大きすぎる場合、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ一時緩衝部を満たすために
複数の命令が使えます。この転送ﾃﾞｰﾀ終了ﾋﾞｯﾄは最後の命令でだけ設定(1)されるべきです。

注: ﾋﾞｯﾄ6,7は一定でなく、ﾊﾟｿｺﾝの前置機構で制御されなければならないので、XMLﾌｧｲﾙでﾋﾞｯﾄ3～0だ
けが設定されています。

表5-10. ﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄ

ﾋﾞｯﾄ3～1 ﾍﾟｰｼﾞ容量

2560 0 0

20 0 1

40 1 0

80 1 1

161 0 0

321 0 1

641 1 0

1281 1 1



13

AVR079

表5-11. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

(訳注) 原書での表5-12.は表5-11.の部分内容のため、表5-11.内に埋め込みました。

5.5. 並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_PP) [$24]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内からﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpReadFlash/

表5-13. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総読み出しﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes)

表5-14. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 成功を示す。常に成功でしょう。

ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞﾊﾞｲｽ読み出し値。
読み出し中に異常が起きた場合、
$00で埋められるでしょう。

nﾊﾞｲﾄ読み出し値列 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。常に成
功でしょう。

(訳注) 原書本文内のﾍﾟｰｼﾞ関係記述は不適切なため削除しました。

5.6. 並列 EEPROM書き込み命令(CMD_PROGRAM_EEPROM_PP) [$25]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMの1ﾍﾟｰｼﾞを書きます。

命令形式は、並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_PP)をご覧ください。

5.7. 並列 EEPROM読み出し命令(CMD_READ_EEPROM_PP) [$26]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMからﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpProgramEeprom/

命令形式は、並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_PP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpReadEeprom/
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5.8. 並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_PP) [$27]

この命令は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpProgramFuse/

表5-15. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

書くﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(下位,上位,拡張,拡張2)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address)

書き込むﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ書き込み値 (Data)

1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾙｽ幅 (pulseWidth) XML:pulseWidth WR(負論理)ﾊﾟﾙｽ幅 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout
終了監視(BSY/RDY=↑)時間
0ならばBSY/RDY不使用 (単位ms)

表5-16. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

(訳注) 原書での表5-17.は表5-16.の部分内容のため、表5-16.内に埋め込みました。

5.9. 並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP) [$28]

この命令は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpReadFuse/

表5-18. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

読み出すﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(0=下位,1=上位,2=拡張,3=施錠)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address)

表5-19. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 操作結果を示す状態(成功)値。

ﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾋｭｰｽﾞ(下位,上位ま
たは拡張)ﾊﾞｲﾄ読み出し値。
読み出し中に異常が起こると、$00
で埋められるでしょう。

1ﾊﾞｲﾄ読み出し値 (Data)

5.10. 並列 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_LOCK_PP) [$29]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_PP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽを送らなければなりませんが、ﾌｧｰﾑｳｪｱによって無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpProgramLock/

5.11. 並列 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_LOCK_PP) [$2A]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽを送らなければなりませんが、ﾌｧｰﾑｳｪｱによって無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpReadLock/



15

AVR079

5.12. 並列 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令(CMD_READ_SIGNATURE_PP) [$2B]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpReadSign/

5.13. 並列 発振校正値読み出し命令(CMD_READ_OSCCAL_PP) [$2C]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/PpReadOsccal/

5.14. 制御値群設定命令(CMD_SET_CONTROL_STACK) [$2D]

STK600へ制御値群を送ります。これは並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PP)と高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)に対して使われます。

注: STK600が電源OFFされてしまった場合、高電圧動作で何れかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令を実行する前に、制御値群が常に設定されな
ければなりません。

制御器が有効な制御値群を持っているかを調べるには、制御器初期化ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(PARAM_CONTROLLER_INIT)を読んでください。

「11.7. 制御器初期化ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(PARAM_CONTROLLER_INIT)」をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/

表5-20. 命令形式

領域 容量 内容値

制御値群設定命令
(CMD_SET_CONTROL_STACK)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

32ﾊﾞｲﾄﾃﾞｰﾀ値列 (Data)
XML:PPControlStack または
XML:HvspControlStack

制御値群ﾃﾞｰﾀ値列

表5-21. 返答形式

領域 容量 内容値

制御値群設定命令
(CMD_SET_CONTROL_STACK)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作結果(成功)を示す状態値
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6. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令
本節は高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)命令を記述します。並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PP)に対するように直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)に対して制御値
群設定(CMD_SET_CONTROL_STACK)命令が必要とされることに注意してください。制御値群設定(CMD_SET_CONTROL_STACK)
命令の説明は「5.14. 制御値群設定命令(CMD_SET_CONTROL_STACK)」節で得られます。

6.1. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP) [$3D]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspEnterProgMode/

表6-1. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
接続待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ実行待機時間 (cmdexeDelay) XML:cmdexeDelay

同期化ｸﾛｯｸ周期数1ﾊﾞｲﾄ同期周期数 (SynchCycles) XML:synchCycles

XTAL1ﾊﾟﾙｽ周期数1ﾊﾞｲﾄﾗｯﾁ周期数 (latchCycles) XML:latchCycles

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行時の電源
OFF/ON(0=なし,1=あり)。
RSTDISBL機能付きﾃﾞﾊﾞｲｽ用。

1ﾊﾞｲﾄ電源OFF/ON (toggleVtg) XML:toggleVtg

電源電圧が充分低いことを保証さ
せるための電源OFF後の
付加待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
電源OFF待機時間
(poweroffDelay)

XML:poweroffDelay

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間1
(resetDelayMs)

XML:resetDelayMs

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位10µs)
総遅延時間はﾘｾｯﾄ遅延時間1(ms)
+ﾘｾｯﾄ遅延時間2(10µs)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間2
(resetDelayUs)

XML:resetDelayUs

表6-2. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値。失敗なら対象電圧が4.5V
未満か5.5Vを越えています。

6.2. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP) [$3E]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作から抜け出させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspLeaveProgMode/

表6-3. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

RESET=L保持遅延時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄﾘｾｯﾄ遅延時間 (resetDelay) XML:resetDelay
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表6-4. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

操作結果(成功)を示す結果値。
常に成功でしょう。

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)

6.3. 高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMD_CHIP_ERASE_HVSP) [$32]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾁｯﾌﾟ消去を実行します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspChipErase/

表6-5. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

終了監視(SDO=↑)時間
0ならばSDO不使用 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

ﾃﾞﾊﾞｲｽ消去終了保証待機時間
(単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了待機時間 (eraseTime) XML:eraseTime

表6-6. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

6.4. 高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP) [$33]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にﾃﾞｰﾀを書きます。ﾍﾟｰｼﾞで構成されたﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾃﾞﾊﾞｲｽに対しては、本
命令で使うｱﾄﾞﾚｽと容量がそのﾃﾞﾊﾞｲｽに適合していなければなりません。換言すると、1つのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ
の1つのﾊﾟｰｼﾞ書き込みに使われます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspProgramFlash/

表6-7. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes)

書き込み種別 (以降の説明参照)1ﾊﾞｲﾄ書き込み種別 (mode) (注) XML:mode

終了監視時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

書き込むべきﾊﾞｲﾄ数分の値列nﾊﾞｲﾄ書き込み値列 (Data)

注: 下表の詳細をご覧ください。

書き込み種別(mode)内容

・ ﾋﾞｯﾄ0はﾊﾞｲﾄ(=0)またはﾍﾟｰｼﾞ(=1)のどちらの書き込みを使うかを示します。

・ ﾋﾞｯﾄ3～1はﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄで、ﾍﾟｰｼﾞ容量は語(ﾜｰﾄﾞ)でなくﾊﾞｲﾄで与えられます。右表をご覧ください。

・ ﾋﾞｯﾄ4,5は未使用です。

・ ﾋﾞｯﾄ6は書き込むべき最終ﾍﾟｰｼﾞで1に、さもなければ0に設定されなければなりません。

・ ﾋﾞｯﾄ7はﾍﾟｰｼﾞ書き込みが行なわれるかを示します(転送ﾃﾞｰﾀ終了)。標準的には常に1を設定すべきで
す。けれども対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ容量が(STK600で利用可能なSRAM量の制限のために)１つのﾌﾗｯｼｭ 
ﾒﾓﾘ書き込み命令に含まれる量より大きすぎる場合、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ一時緩衝部を満たすために
複数の命令が使えます。この転送ﾃﾞｰﾀ終了ﾋﾞｯﾄは最後の命令でだけ設定(1)されるべきです。

注: ﾋﾞｯﾄ6,7は一定でなく、ﾊﾟｿｺﾝの前置機構で制御されなければならないので、XMLﾌｧｲﾙでﾋﾞｯﾄ3～0だ
けが設定されています。

表6-8. ﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄ

ﾋﾞｯﾄ3～1 ﾍﾟｰｼﾞ容量

2560 0 0

20 0 1

40 1 0

80 1 1

161 0 0

321 0 1

641 1 0

1281 1 1
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表6-9. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

6.5. 高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_HVSP) [$34]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内からﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspReadFlash/

表6-10. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes) XML:blockSize 総読み出しﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)

表6-11. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 成功を示す。常に成功でしょう。

ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞﾊﾞｲｽ読み出し値。
読み出し中に異常が起きた場合、
$00で埋められるでしょう。

nﾊﾞｲﾄ読み出し値列 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。常に成
功でしょう。

(訳注) 原書本文内のﾍﾟｰｼﾞ関係記述は不適切なため削除しました。

6.6. 高電圧直列 EEPROM書き込み命令(CMD_PROGRAM_EEPROM_HVSP) [$35]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMを書きます。

命令形式は、高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP)をご覧ください。

6.7. 高電圧直列 EEPROM読み出し命令(CMD_READ_EEPROM_HVSP) [$36]

この命令は成功なら、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMからﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspProgramEeprom/

命令形式は、高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_HVSP)をご覧ください。

6.8. 高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP) [$37]

この命令はﾋｭｰｽﾞ ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｲﾄでｱﾄﾞﾚｽ指定された1つのﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspReadEeprom/

表6-12. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address) 0,1または2
書くﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(0=下位,1=上位,2=拡張)

書き込むﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ書き込み値 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout
終了監視(SDO=↑)時間
0ならばSDO不使用 (単位ms)
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表6-13. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

6.9. 高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP) [$38]

この命令はﾋｭｰｽﾞ ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｲﾄでｱﾄﾞﾚｽ指定した1つのﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspReadFuse/

表6-14. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address) 0,1または2
読み出すﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(0=下位,1=上位,2=拡張)

表6-15. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 操作結果を示す状態(成功)値。

ﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾋｭｰｽﾞ(下位,上位ま
たは拡張)ﾊﾞｲﾄ読み出し値。
読み出し中に異常が起こると、$00
で埋められるでしょう。

1ﾊﾞｲﾄ読み出し値 (Data)

6.10. 高電圧直列 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_LOCK_HVSP) [$39]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽが必要とされますが、無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspProgramLock/

6.11. 高電圧直列 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_LOCK_HVSP) [$3A]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽが必要とされますが、無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspReadLock/

6.12. 高電圧直列 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令(CMD_READ_SIGNATURE_HVSP) [$3B]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspReadSign/

6.13. 高電圧直列 発振校正値読み出し命令(CMD_READ_OSCCAL_HVSP) [$3C]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/HvspReadOsccal/
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7. AVR8 JTAG
全てのAVR8 JTAG命令はCMD_JTAG_AVR($90)で始まります。

STK600に於けるJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの実装はJTAGICEmkⅡ(「AVR067:JTAGICEmkⅡ通信規約」をご覧ください)と等価ですが、JTAG 
ICEmkⅡﾒｯｾｰｼﾞ構造体とFIFO群がなく、換言すると、STK600ではﾒｯｾｰｼﾞ本体だけが使われます。

表7-1. 全体での命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別、"JTAGICE包括子"1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (Ice_command) CMND_xxxx JTAG命令

nﾊﾞｲﾄﾃﾞｰﾀ本体 (Payload) JTAG命令特有依存

表7-2. 全体での返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

ICE返答ﾒｯｾｰｼﾞ本体
(ICE answermsg body)

nﾊﾞｲﾄ

AVR8 JTAG命令を発行する前に、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_PARAMETER)で以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀが正しく設定されなければなりませ
ん。

・ ﾍﾟｰｼﾞ単位ﾃﾞｰﾀ列許可(PARAM_JTAG_ALLOW_FULL_PAGE_STREAM)

・ EEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量(PARAM_JTAG_EEPROM_PAGE_SIZE)

・ ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾍﾟｰｼﾞ容量(PARAM2_JTAG_FLASH_PAGE_SIZE)

・ ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量上位語(PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_H)

・ ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量下位語(PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_L)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_AFTER)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾃﾞﾊﾞｲｽ数(PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_BEFORE)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾃﾞﾊﾞｲｽ数(PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_AFTER)

7.1. ﾒﾓﾘ読み書き

ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMND_WRITE_MEMORY)とﾒﾓﾘ読み出し命令(CMND_READ_MEMORY)に対して以下のﾒﾓﾘ形態が定義されてい
ます(値はJTAGICEmkⅡと同じです)。

表7-3. 有効なﾒﾓﾘ形態値

名称 値

$B0ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾍﾟｰｼﾞ(JTAGC_MemType_FLASH_PAGE)

$B1EEPROM ﾍﾟｰｼﾞ(JTAGC_MemType_EEPROM_PAGE)

$B2ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ(JTAGC_MemType_FUSE_BITS)

$B3施錠ﾋﾞｯﾄ(JTAGC_MemType_LOCK_BITS)

$B4識票ﾊﾞｲﾄ(JTAGC_MemType_SIGN_JTAG) (読み出し専用)

$B5発振校正ﾊﾞｲﾄ(JTAGC_MemType_OSCCAL_BYTE) (読み出し専用)

7.1.1. ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMND_READ_MEMORY) [$05]

この命令は選択した目的MCUのﾒﾓﾘから指定量のﾊﾞｲﾄを読みます。この命令が発行される前に、目的MCUはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作(CMN 
D_ENTER_PROGMODE)でなければなりません。

表7-4. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄﾒｯｾｰｼﾞ識別 (Message ID) CMND_READ_MEMORY ($05) ﾒﾓﾘ読み出し命令

1ﾊﾞｲﾄﾒﾓﾘ形式 (Memory type) JTAGC_MemType_xxxx 上の表をご覧ください。

4ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Byte count) LSB先行 読み出しﾊﾞｲﾄ数

4ﾊﾞｲﾄ開始ｱﾄﾞﾚｽ (Start address) LSB先行 開始ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽ
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表7-5. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

命令成功なら、ﾃﾞｰﾀ本体nﾊﾞｲﾄ読み出しﾃﾞｰﾀ (Data)

7.1.2. ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMND_WRITE_MEMORY) [$04]

この命令は選択した目的MCUのﾒﾓﾘへ指定量のﾊﾞｲﾄを書きます。この命令が発行される前に、目的MCUはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作(CMND_ 
ENTER_PROGMODE)でなければなりません。

表7-6. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄﾒｯｾｰｼﾞ識別 (Message ID) CMND_WRITE_MEMORY ($04) ﾒﾓﾘ書き込み命令

1ﾊﾞｲﾄﾒﾓﾘ形式 (Memory type) JTAGC_MemType_xxxx 前記の表をご覧ください。

4ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Byte count) LSB先行 読み出しﾊﾞｲﾄ数

4ﾊﾞｲﾄ開始ｱﾄﾞﾚｽ (Start address) LSB先行 開始ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽ

nﾊﾞｲﾄ書き込みﾃﾞｰﾀ (Data) ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞｰﾀ本体

表7-7. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

7.1.3. ﾘｾｯﾄ命令(CMND_RESET) [$08]

この命令はJTAG命令ﾚｼﾞｽﾀ内にRESET命令を配置します。この命令が発行される前に、目的MCUはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作(CMND_ENTE 
R_PROGMODE)でなければなりません。

表7-8. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄﾒｯｾｰｼﾞ識別 (Message ID) CMND_RESET ($08) ﾘｾｯﾄ命令

表7-9. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

7.1.4. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMND_ENTER_PROGMODE) [$14]

この命令はSTK600と目的MCU間の通信を許可し、STK600に送られるべき最初のJTAG命令です。本命令受信後、MCUはﾘｾｯﾄ状
態を保ち、ﾒﾓﾘの読み書きを許します。

表7-10. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄﾒｯｾｰｼﾞ識別 (Message ID) CMND_ENTER_PROGMODE ($14) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令

表7-11. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
失敗の場合、目的対象から成功裏
にJTAG IDが読めませんでした。
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7.1.5. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMND_LEAVE_PROGMODE) [$15]

この命令は目的MCUを開放し、そしてMCUはﾘｾｯﾄ ﾍﾞｸﾀから自由に走行します。

表7-12. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄﾒｯｾｰｼﾞ識別 (Message ID) CMND_LEAVE_PROGMODE ($15) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令

表7-13. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

7.1.6. ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMND_CHIP_ERASE) [$13]

この命令は目的MCUの全ﾒﾓﾘを消去し、施錠ﾋﾞｯﾄを開放します。

表7-14. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR8JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄﾒｯｾｰｼﾞ識別 (Message ID) CMND_CIHP_ERASE ($13) ﾁｯﾌﾟ消去命令

表7-15. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

8. AVR32 JTAG
全てのAVR32 JTAG命令はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(ENTER_PROGMODE)とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(LEAVE_PROGMODE)
を除いてCMD_JTAG_AVR32($80)で始まります。

STK600に於けるJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの実装はJTAGICEmkⅡ(「AVR067:JTAGICEmkⅡ通信規約」をご覧ください)と等価ですが、JTAG 
ICEmkⅡﾒｯｾｰｼﾞ構造体とFIFO群がなく、換言すると、STK600ではﾒｯｾｰｼﾞ本体だけが使われます。

AVR32 JTAG命令を発行する前に、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_PARAMETER)で以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀが正しく設定されなければなりませ
ん。

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_AFTER)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾃﾞﾊﾞｲｽ数(PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_BEFORE)

・ ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾃﾞﾊﾞｲｽ数(PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_AFTER)

8.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENGER_PROGMODE_JTAG_AVR32) [$81]

この命令はAVR32のJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとの通信を許可します。この命令は最初に発行されるAVR32 JTAG命令であるべきです。

表8-1. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_ENTER_PROGMODE_32 ($81) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

表8-2. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_ENTER_PROGMODE_32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
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8.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_JTAG_AVR32) [$82]

この命令はJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止します。

表8-3. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_LEAVE_PROGMODE_32 ($82) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

表8-4. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_LEAVE_PROGMODE_32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

8.3. ﾘｾｯﾄ命令(CMND_RESET_AVR32) [$2B]

この命令はJTAG命令ﾚｼﾞｽﾀ内にRESET命令を配置します。

表8-6. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

表8-5. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_AVR32_RESET ($2B) ﾘｾｯﾄ命令

1ﾊﾞｲﾄﾘｾｯﾄ値 (Reset value) MCU固有指定値 ﾘｾｯﾄ値

8.4. ﾒﾓﾘ語書き込み命令(CMND_SAB_WRITE_AVR32) [$28]

この命令は目的MCUの与えられたSABｱﾄﾞﾚｽへ語を書きます。

表8-7. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_JTAG_SAB_WRITE ($28) ﾒﾓﾘ語書き込み命令

5ﾊﾞｲﾄSABｱﾄﾞﾚｽ (SAB addresss) SABｱﾄﾞﾚｽ (MSB先行)

4ﾊﾞｲﾄ書き込みﾃﾞｰﾀ (data) ﾃﾞｰﾀ (MSB先行)

表8-8. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (RSP_OK) または
命令失敗状態 (RSP_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

8.5. ﾒﾓﾘ語読み出し命令(CMND_SAB_READ_AVR32) [$29]

この命令は目的MCUの与えられたSABｱﾄﾞﾚｽ語を読みます。

表8-9. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_JTAG_SAB_READ ($29) ﾒﾓﾘ語読み出し命令

5ﾊﾞｲﾄSABｱﾄﾞﾚｽ (SAB addresss) SABｱﾄﾞﾚｽ (MSB先行)
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表8-10. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (RSP_FAILED) または 走査
ﾁｪｰﾝ読み込み状態 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

走査ﾁｪｰﾝ読み込み状態の場合4ﾊﾞｲﾄ読み出し語ﾃﾞｰﾀ (data)

8.6. ﾒﾓﾘ塊書き込み命令(CMND_BLOCK_WRITE_AVR32) [$2D]

この命令は指定したSABｱﾄﾞﾚｽで始まるﾃﾞｰﾀの塊を書きます。nはSTK600の緩衝部最大ﾃﾞｰﾀに従って64未満であるべきです。

表8-11. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_JTAG_BLOCK_WRITE ($2D) ﾒﾓﾘ塊書き込み命令

1ﾊﾞｲﾄ語数 (count) n 語数(<64)

8ﾊﾞｲﾄSABｱﾄﾞﾚｽ (SAB addresss) 0充填、MSB先行

n×4ﾊﾞｲﾄ書き込みﾃﾞｰﾀ (data) (MSB先行)

表8-12. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (RSP_OK) または
命令失敗状態 (RSP_FAILED) または
不正値状態 (RSP_ILLEGAL_VALUE)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

8.7. ﾒﾓﾘ塊読み出し命令(CMND_BLOCK_READ_AVR32) [$2C]

この命令は指定したSABｱﾄﾞﾚｽで始まるﾃﾞｰﾀの塊を読みます。nはSTK600の緩衝部最大ﾃﾞｰﾀに従って64未満であるべきです。

表8-13. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_JTAG_BLOCK_READ ($2C) ﾒﾓﾘ塊読み出し命令

1ﾊﾞｲﾄ語数 (count) n 語数(<64)

5ﾊﾞｲﾄSABｱﾄﾞﾚｽ (SAB addresss) (MSB先行)

表8-14. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (RSP_FAILED) または 走査
ﾁｪｰﾝ読み込み状態 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)
または 不正値状態 (RSP_ILLEGAL_VALUE)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

走査ﾁｪｰﾝ読み込み状態の場合n×4ﾊﾞｲﾄ読み出しﾃﾞｰﾀ (Data)

8.8. NEXUSﾚｼﾞｽﾀ書き込み命令(CMND_NEXUS_WRITE_AVR32) [$26]

この命令は指定したNEXUSﾚｼﾞｽﾀに語を書きます。OCD_REGISTER+(ﾚｼﾞｽﾀ)×4のｱﾄﾞﾚｽへのSAB書き込みと等価です。

表8-15. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_JTAG_NEXUS_WRITE ($26) NEXUSﾚｼﾞｽﾀ書き込み命令

1ﾊﾞｲﾄﾚｼﾞｽﾀ (register)

4ﾊﾞｲﾄ書き込みﾃﾞｰﾀ (data) (MSB先行)
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表8-16. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (RSP_OK) または
命令失敗状態 (RSP_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

8.9. NEXUSﾚｼﾞｽﾀ読み出し命令(CMND_NEXUS_READ_AVR32) [$27]

この命令は指定したNEXUSﾚｼﾞｽﾀから語を読みます。OCD_REGISTER+(ﾚｼﾞｽﾀ)×4のｱﾄﾞﾚｽからのSAB読み出しと等価です。

表8-17. 命令形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 ($80) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (AVR32JTAG id)

1ﾊﾞｲﾄICE命令 (ICE command) CMND_JTAG_NEXUS_READ ($27) NEXUSﾚｼﾞｽﾀ読み出し命令

1ﾊﾞｲﾄﾚｼﾞｽﾀ (register)

表8-18. 返答形式

領域 容量 内容値

CMD_JTAG_AVR32 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (RSP_FAILED) または 走査
ﾁｪｰﾝ読み込み状態 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

走査ﾁｪｰﾝ読み込み状態の場合4ﾊﾞｲﾄ読み出しﾃﾞｰﾀ (Data)

9. XPROG規約
XPROGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ規約はATxmegaﾃﾞﾊﾞｲｽで使われ、物理的なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてJTAGとPDIの両方を使うことができます。

全ての複数ﾊﾞｲﾄ値(例えば、ｱﾄﾞﾚｽや長さの領域)はﾋﾞｯｸﾞ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ(下位位置が最上位)です。

9.1. 動作種別設定命令(CMD_XPROG_SETMODE) [$51]

何れかのXPROG命令を使う前に、記述されるXPROGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが選択されなければなりません。これはPDIまたはJTAGのどちらか
にできます。

表9-1. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ CMD_XPROG_SETMODE ($51)命令識別 (Command ID) (注1)0

動作種別 (Mode) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ 0=PDI動作、1=JTAG動作

注1: 命令識別子

注2: 使うどちらかの物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを設定してください。0=PDI、1=JTAG

表9-2. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ CMD_XPROG_SETMODE ($51)命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。XPRG_ERR_OKが成功を示します。

9.2. XPROG命令(CMD_XPROG) [$50]

これはSTK600の全XPROG指定命令用の内包命令です。

表9-3. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ CMD_XPROG ($50)命令識別 (Command ID) (注1)0

XPROG命令 (XPROG Command) (注2)1 nﾊﾞｲﾄ 何れかのXPROG命令

注1: 命令識別子

注2: STK600命令のこの部分がXPROG命令を含みます。
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表9-4. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ CMD_XPROG ($50)命令識別 (Command ID) (注1)0

XPROG返答 (XPROG answer) (注2)1 nﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: XPROG命令に対する返答がこの領域に置かれます。領域長はそのXPROG命令に依存します。

何れかのXPROG命令の返答

XPROG命令は以降の項で記述されます。そこで示される変位はXPROG内包命令(CMD_XPROG)のXPROG部内の変位です。STK 
600命令内の絶対変位を得るには1を加えてください。

9.2.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(XPRG_ENTER_PROGMODE) [$01]

この命令はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾊｰﾄﾞｳｪｱを許可することによってﾃﾞﾊﾞｲｽでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を許可し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ鍵を送ります。

注: この命令を使う前に、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ指定'CMD_XPROG_SETMODE'命令によってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(PDIまたはJT 
AG)が設定されなければなりません。

表9-5. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_ENTER_PROGMODE ($01)命令識別 (Command ID) (注)0

注: 命令識別子

表9-6. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_ENTER_PROGMODE命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。

9.2.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(XPRG_LEAVE_PROGMODE) [$02]

この命令はﾊｰﾄﾞｳｪｱに於いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止してﾘｾｯﾄ ﾌﾗｸﾞを解除することによってﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を抜け
出します。

表9-7. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_LEAVE_PROGMODE ($02)命令識別 (Command ID) (注)0

注: 命令識別子

表9-8. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_LEAVE_PROGMODE命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: XPRG_ERR_OKが成功を示します。

9.2.3. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(XPRG_SET_PARAM) [$07]

正しい動作のためにいくつかのﾊﾟﾗﾒｰﾀがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ部に設定されなければなりません。XPROGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを初期化するために以
下の命令を使ってください。

表9-9. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_SET_PARAM ($07)命令識別 (Command ID) (注1)0

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 (Parameter) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ XPRG_PARAMﾊﾟﾗﾒｰﾀの1つ

値 (Value) (注3)2 1～4ﾊﾞｲﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀに依存

注1: 命令識別子

注2: 設定するﾊﾟﾗﾒｰﾀ。値については「追補」をご覧ください。

注3: 値の量はどのﾊﾟﾗﾒｰﾀが設定されるのかに依存します。
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表9-10. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_SET_PARAM命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを初期化するために「追補」で一覧にされる全てのﾊﾟﾗﾒｰﾀが設定されなければなりません。

注: XPROGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ規約の今後版は新しいﾊﾟﾗﾒｰﾀを導入するかもしれません。

9.2.4. 消去命令(XPRG_ERASE) [$03]

XMEGAのﾒﾓﾘ、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄは、(全ﾒﾓﾘと施錠ﾋﾞｯﾄを解除する)ﾁｯﾌﾟ消去、応用消去、ﾌﾞｰﾄ消去、EEPROM消去の異なる段階で
消去することができます。これらはﾌﾗｯｼｭ及びEEPROMの単一ﾍﾟｰｼﾞを消去することも可能です。

表9-11. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_ERASE ($03)命令識別 (Command ID) (注1)0

消去動作種別 (Erase mode) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

XPRG_ERASE_CHIP, XPRG_ERASE_APP,
XPRG_ERASE_BOOT, XPRG_ERASE_EEPROM,
XPRG_ERASE_APP_PAGE,
XPRG_ERASE_BOOT_PAGE,
XPRG_ERASE_EEPROM_PAGE,
XPRG_ERASE_USETSIGの何れか

ｱﾄﾞﾚｽ (Address) (注3)2 4ﾊﾞｲﾄ 何れか

注1: 命令識別子

注2: XPRG_ERASE_CHIP : ﾁｯﾌﾟ全体を消去し、施錠ﾋﾞｯﾄを解除します。
XPRG_ERASE_APP : 応用領域を消去します。
XPRG_ERASE_BOOT : ﾌﾞｰﾄ領域を消去します。
XPRG_ERASE_EEPROM : EEPROM全体を消去します。
XPRG_ERASE_APP_PAGE : 応用領域の1ﾍﾟｰｼﾞを消去します。
XPRG_ERASE_BOOT_PAGE : ﾌﾞｰﾄ領域の1ﾍﾟｰｼﾞを消去します。
XPRG_ERASE_EEPROM_PAGE : EEPROMの1ﾍﾟｰｼﾞを消去します。
XPRG_ERASE_USERSIG : 使用者識票を消去します。

注3: 消去動作種別がXPRG_ERASE_CHIPの場合、ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀは無視されます。

他の動作種別に関して、ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀは消去されるべきﾒﾓﾘ領域の内側の位置を指し示さなければなりません。このｱﾄﾞﾚｽ
はTIF空間ｱﾄﾞﾚｽです。

表9-12. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_ERASE命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。
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9.2.5. ﾒﾓﾘ書き込み命令(XPRG_WRITE_MEM) [$04]

この命令はXMEGAの各種ﾒﾓﾘ、応用、ﾌﾞｰﾄ、EEPROMのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)を扱います。ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄ、使用者識票もこの命
令でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞされ(書き込まれ)ます。

表9-13. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_WRITE_MEM ($04)命令識別 (Command ID) (注1)0

ﾒﾓﾘ形式 (Memory type) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ 応用、ﾌﾞｰﾄ、EEPROM、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄなど

ﾍﾟｰｼﾞ動作 (PageMode) (注3)2 1ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ領域、下の説明をご覧ください。

ｱﾄﾞﾚｽ (Address) (注4)3 4ﾊﾞｲﾄ 何れかのｱﾄﾞﾚｽ

長さ (Length) (注5)7 2ﾊﾞｲﾄ 1～512

ﾃﾞｰﾀ (Data) (注6)9 nﾊﾞｲﾄ nﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀ、量は長さﾊﾟﾗﾒｰﾀで与えられます。

注1: 命令識別子

注2: XPRG_MEM_TYPE_APPL : 応用領域
XPRG_MEM_TYPE_BOOT : ﾌﾞｰﾄ領域
XPRG_MEM_TYPE_EEPROM : EEPROM
XPRG_MEM_TYPE_FUSE : ﾋｭｰｽﾞ
XPRG_MEM_TYPE_LOCKBITS : 施錠ﾋﾞｯﾄ
XPRG_MEM_TYPE_USERSIG : 使用者識票

注3: ﾒﾓﾘ形式がXPRG_MEM_TYPE_APPL, XPRG_MEM_TYPE_BOOT, XPRG_MEM_TYPE_EEPROMの場合、
ﾋﾞｯﾄ1 : ﾍﾟｰｼﾞ書き込み
ﾋﾞｯﾄ0 : ﾍﾟｰｼﾞ消去

注4: 書かれるべきﾃﾞｰﾀの開始ｱﾄﾞﾚｽ。このｱﾄﾞﾚｽはTIFｱﾄﾞﾚｽ空間でのｱﾄﾞﾚｽです。

注5: 1～512間のどの値にでもできます。ﾍﾟｰｼﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで且つ実際のﾍﾟｰｼﾞ容量が256よりも大きい場合、その操作は2つまた
はより多くのXPRG_WRITE_MEM操作に分割されなければならず、そして最後の操作だけが設定されたﾍﾟｰｼﾞ書き込みﾋﾞｯﾄを
持ちます。

注: APPL,BOOT,EEPROMだけがﾍﾟｰｼﾞ操作を扱い、他のどのﾒﾓﾘ形式に対しても、長さ領域は1に設定されなければなりま
せん。

注6: 書かれるべきﾃﾞｰﾀ。量は長さ領域によって示されます。

表9-14. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_WRITE_MEM命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。

9.2.6. ﾒﾓﾘ読み出し命令(XPRG_READ_MEM) [$05]

この命令はXMEGAの各種ﾒﾓﾘ、応用、ﾌﾞｰﾄ、EEPROM、識票、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄ、工場校正値の読み出しを扱います。

表9-15. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_READ_MEM ($05)命令識別 (Command ID) (注1)0

ﾒﾓﾘ形式 (Memory type) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ 応用、ﾌﾞｰﾄ、EEPROM、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄなど

ｱﾄﾞﾚｽ (Address) (注3)2 4ﾊﾞｲﾄ 何れかのｱﾄﾞﾚｽ

長さ (Length) (注4)6 2ﾊﾞｲﾄ 1～256

注1: 命令識別子

注2: XPRG_MEM_TYPE_APPL : 応用領域
XPRG_MEM_TYPE_BOOT : ﾌﾞｰﾄ領域
XPRG_MEM_TYPE_EEPROM : EEPROM
XPRG_MEM_TYPE_FUSE : ﾋｭｰｽﾞ
XPRG_MEM_TYPE_LOCKBITS : 施錠ﾋﾞｯﾄ
XPRG_MEM_TYPE_USERSIG : 使用者識票
XPRG_MEM_TYPE_FACTORY_CALIBRATION : 工場校正値

注3: 読まれるべきﾃﾞｰﾀの開始ｱﾄﾞﾚｽ。このｱﾄﾞﾚｽはTIFｱﾄﾞﾚｽ空間でのｱﾄﾞﾚｽです。

注4: 読むべきﾊﾞｲﾄ数。1～256間のどの値にでもできます。
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表9-16. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_READ_MEM命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。

注3: 要求したﾒﾓﾘ領域、最下位ｱﾄﾞﾚｽが先頭。

ﾃﾞｰﾀ (Data) (注3)2 nﾊﾞｲﾄ

9.2.7. CRC取得命令(XPRG_READ_CRC) [$06]

この命令はCRC生成器を始動して3ﾊﾞｲﾄのCRCを返します。

表9-17. 命令形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_READ_CRC ($06)命令識別 (Command ID) (注1)0

CRC形式 (CRC type) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ 応用、ﾌﾞｰﾄ、またはﾌﾗｯｼｭ全体

注1: 命令識別子

注2: XPRG_CRC_APP : 応用領域
XPRG_CRC_BOOT : ﾌﾞｰﾄ領域
XPRG_CRC_FLASH : ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ全体
「追補」をご覧ください。

表9-18. 返答形式

変位 領域 値容量

1ﾊﾞｲﾄ XPRG_READ_CRC命令識別 (Command ID) (注1)0

状態 (Status) (注2)1 1ﾊﾞｲﾄ

ﾃﾞｰﾀ (Data) (注3)2 3ﾊﾞｲﾄ CRC値

注1: 命令識別子

注2: 定義済み異常符号の1つ。

注3: ﾃﾞﾊﾞｲｽ自身によって計算されたCRC値。

10. 返し値
本節は利用可能な全ての返し値とそれらの詳細な意味を記述します。

10.1. 成功

表10-1. 成功返し値

意味値

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) [$00] 命令実行成功

10.2. 警告

全ての警告は1に設定したMSB(ﾋﾞｯﾄ7=1)と0に設定したMSB-1(ﾋﾞｯﾄ6=0)を持ちます。

表10-2. 警告返し値

意味値

命令時間超過状態 (STATUS_CMD_TOUT) [$80] 命令実行時間超過

多忙時間超過状態 (STATUS_RDY_BSY_TOUT) [$81] BSY/RDYﾋﾟﾝの採取監視による時間超過

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ未設定状態 (STATUS_SET_PARAM_MISSING) [$82]
対応命令に先立って必要な"ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_
PARAMETERS)"未実行
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10.3. 異常

全ての異常は1に設定したMSB(ﾋﾞｯﾄ7=1)とMSB-1(ﾋﾞｯﾄ6=1)を持ちます。

表10-3. 異常返し値

意味値

命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED) [$C0] 命令実行失敗

未定義命令状態 (STATUS_CMD_UNKNOWN) [$C9] 未知の(未定義)命令

不正ﾊﾟﾗﾒｰﾀ状態 (STATUS_ILLEGAL_PARAMETER) [$CA] 不正なﾊﾟﾗﾒｰﾀ

11. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀはﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得(CMD_GET_PARAM)命令とﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定(CMD_SET_PARAM)命令によって読み書きできます。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は1ﾊﾞｲﾄまたは2ﾊﾞｲﾄのどちらかです。2ﾊﾞｲﾄ値については上位ﾊﾞｲﾄが先に読み書きされます。

表11-1. 1ﾊﾞｲﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

値 意味 読み書き

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号 (PARAM_HW_VER) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版主番号ﾊﾞｲﾄ - 主MCU主MCUｿﾌﾄｳｪｱ主版番号 (PARAM_SW_MAJOR) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版副番号ﾊﾞｲﾄ - 主MCU主MCUｿﾌﾄｳｪｱ副版番号 (PARAM_SW_MINOR) R

目的対象MCU電源電圧目的対象電圧 (PARAM_VTARGET) R/W

状態ﾚｼﾞｽﾀ値状態ﾚｼﾞｽﾀ値 (PARAM_STATUS) R

目的対象EEPROMのﾍﾟｰｼﾞ容量EEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量 (PARAM_JTAG_EEPROM_PAGE_SIZE) R/W

命令ﾚｼﾞｽﾀ以前のﾋﾞｯﾄ数
ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数
(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)

R

目的対象接続状態目的対象接続状態 (PARAM_STATUS_TGT_CONN) R

基板が電源断されたかどうかを示します。制御器初期化 (PARAM_CONTROLLER_INIT) R

高抵抗RESET線での遅延値指定放電遅延設定 (PARAM_DISCHARGEDELAY) W

ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞの識別子値ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ識別値 (PARAM_SOCKETCARD_ID) R

配線ｶｰﾄﾞの識別子値配線ｶｰﾄﾞ識別値 (PARAM_ROUTINGCARD_ID) R

拡張ｶｰﾄﾞの識別子値拡張ｶｰﾄﾞ識別値 (PARAM_EXPCARD_ID) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版主番号ﾊﾞｲﾄ - 従MCU1従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号 (PARAM_SW_MAJOR_SLAVE1) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版副番号ﾊﾞｲﾄ - 従MCU1従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号 (PARAM_SW_MINOR_SLAVE1) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版主番号ﾊﾞｲﾄ - 従MCU2従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号 (PARAM_SW_MAJOR_SLAVE2) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版副番号ﾊﾞｲﾄ - 従MCU2従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号 (PARAM_SW_MINOR_SLAVE2) R

配線とｿｹｯﾄのｶｰﾄﾞの有効な組み合わせの状態値ｶｰﾄﾞ基板組み合わせ状況 (PARAM_BOARD_ID_STATUS) R

RESETをHighまたはLowに設定ﾘｾｯﾄ設定 (PARAM_RESET) W

ﾒﾓﾘの読み書きに対して目的対象がﾍﾟｰｲ全体の
ﾋﾞｯﾄ列を許すか否かを表す論値値

ﾍﾟｰｼﾞ単位ﾃﾞｰﾀ列許可
(PARAM_JTAG_ALLOW_FULL_PAGE_STREAM)

R/W

表11-2. 2ﾊﾞｲﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

値 意味 読み書き

ISP用SCK周波数指定値SCK周期指定値 (PARAM2_SCK_DURATION) R/W

ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧0ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧0 (PARAM2_AREF0) R/W

ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧1ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧1 (PARAM2_AREF1) R/W

設定可能な発振器用のﾚｼﾞｽﾀ値ｸﾛｯｸ構成設定 (PARAM2_CLOCK_CONF) R/W

配線とｿｹｯﾄのｶｰﾄﾞ表の改訂番号配線/ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ表改訂番号 (PARAM2_RC_ID_TABLE_REV) R

拡張ｶｰﾄﾞ表の改訂番号拡張ｶｰﾄﾞ表改訂番号 (PARAM2_EC_ID_TABLE_REV) R

目的対象ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾍﾟｰｼﾞ容量ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ容量 (PARAM2_JTAG_FLASH_PAGE_SIZE) R/W

目的対象ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量の上位語ﾌﾗｯｼｭ容量上位語 (PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_H) R/W

目的対象ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量の下位語ﾌﾗｯｼｭ容量下位語 (PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_L) R/W
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11.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号(PARAM_HW_VER) [$90]

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号を返します。

11.2. ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR) [$91]

ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR)とｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR)は主MCUのﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号を返します。

11.3. ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR) [$92]

ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR)をご覧ください。

11.4. 目的対象電圧(PARAM_VTARGET) [$94]

このﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は10倍した電圧値で、例えば10進の42は4.2Vに対応します。

注: STK600がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作の時にこのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定することはできません。

最大目的対象電圧ﾚﾍﾞﾙは何の目的対象の配線/ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞが装着されているかに依存します。

許容最大目的対象電圧を得るため、新規電圧設定前にｶｰﾄﾞ基板組み合わせ状況(BOARD_ID)が読まれなければなりません。

基板に対する最大電圧は""targetboad.xml"で得られます。

11.5. 目的対象接続状態(PARAM_STATUS_TGT_CONN) [$A1]

このﾊﾟﾗﾒｰﾀは目的対象接続調査命令(CMD_CHECK_TARGET_CONNECTION)と同じ状態値を返します。

3.9.節をご覧ください。

命令使用とGET_PARAM間の違いは命令実行後にﾋﾞｯﾄ4と5が更新されることだけです。

11.6. SCK周期指定値(PARAM2_SCK_DURATION) [$C0]

これはISP周波数を設定する2ﾊﾞｲﾄ値です。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用時、ISPｸﾛｯｸ周波数は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが支援する範囲を超えてはなりません(最大ISPｸﾛｯｸ周波数
はﾃﾞﾊﾞｲｽのｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸや内部ｸﾛｯｸ分周などに依存します)。

STK600は1953Hz～8.0MHzのISP周波数を支援します。SCK周期指定値(PARAM2_SCK_DURATION)に対する値は以下の演算法を
使って得られます。

 unsigned int CalcSckDur(int freq)
 {
  sck_dur = ceil((16e6/(2*freq))-1);
  return __min(4096, sck_dur); // 4096は不正値
 }

11.7. 制御器初期化(PARAM_CONTROLLER_INIT) [$9F]

このﾊﾟﾗﾒｰﾀは書き込み器MCUのﾘｾｯﾄ時、0に内部設定されます。ﾎｽﾄ ｿﾌﾄｳｪｱは望むどんな値も本ﾊﾟﾗﾒｰﾀへ書け、後で読み戻す
こともできます。このﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK600が電源を失い、またはOFFされ、その後に再びONに戻されたかを知らせる方法として使われ
ることを意図されています。

このようにしてﾎｽﾄ ｿﾌﾄｳｪｱは操作を続ける前に書き込み器が再び初期化されるべき必要があるかを知ることができます。

返された値が0の場合、何れかの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令で継続される前に、制御値群設定命令(CMD_SET_CONTROL_STAＣK)が
実行されなければなりません。

11.8. 放電遅延設定(PARAM_DISCHARGEDELAY) [$A4]

このﾊﾟﾗﾒｰﾀは高抵抗を持つﾘｾｯﾄ線を交互切り替えする各時間に対する間隔時間を設定します。

この目的はﾘｾｯﾄ ﾋﾟﾝに接続された雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)ｺﾝﾃﾞﾝｻの充放電によって起される最大電流を低減することです。

ﾘｾｯﾄが交互切り替えされるとき、510Ωの抵抗器を通して切り替えられ、これは最高点電流をAVRISPmkⅡの内部部品に対する許容ﾚ
ﾍﾞﾙに低減します。

遅延はt>510Ω×Cに設定されるべきです。

ｺﾝﾃﾞﾝｻが全く接続されていなければ、このﾊﾟﾗﾒｰﾀは0に設定できます。

11.9. ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧0(PARAM2_AREF0) [$C2]

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は電圧×100の電圧で、換言すると、10進数での449のﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は4.49Vに対応します。

最大値は5.5Vまたはﾊﾟﾗﾒｰﾀ値=550です。

11.10. ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧1(PARAM2_AREF1) [$C3]

ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧0と同様です。
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11.11. ｸﾛｯｸ構成設定(PARAM2_CLOCK_CONF) [$C1]

これはﾁｯﾌﾟの発振器を構成設定する2ﾊﾞｲﾄ値です。

表11-3. 2ﾊﾞｲﾄ指定値

ﾋﾞｯﾄ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

名称 OCT3 OCT2 OCT1 OCT0 DAC9 DAC8 DAC7 DAC6 DAC5 DAC4 DAC3 DAC2 DAC1 DAC0 x x

(訳注) 原書での表11-3.と表11-4.は表11-3.として纏めました。

周波数は次式によって与えられます。

式11-1. 周波数

f = 2OCT× DAC
1024

2 -

2078

式11-2. OCT

OCT = 3.322 log ( )f
1039

式11-3. DAC

DAC = 2048 -
2078×2(10+OCT)

f

11.12. ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ識別値(PARAM_SOCKETCARD_ID) [$A5]

ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞを識別するﾊﾞｲﾄを返します。

"targetboard.xml"ﾌｧｲﾙが識別子を持つｶｰﾄﾞの一覧を含みます。

11.13. 配線ｶｰﾄﾞ識別値(PARAM_ROUTINGCARD_ID) [$A6]

配線ｶｰﾄﾞを識別するﾊﾞｲﾄを返します。

"targetboard.xml"ﾌｧｲﾙが識別子を持つｶｰﾄﾞの一覧を含みます。

11.14. 拡張ｶｰﾄﾞ識別値(PARAM_EXPCARD_ID) [$A7]

拡張ｶｰﾄﾞを識別するﾊﾞｲﾄを返します。

"targetboard.xml"ﾌｧｲﾙが識別子を持つｶｰﾄﾞの一覧を含みます。

11.15. 従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR_SLAVE1) [$A8]

従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR_SLAVE1)と従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR_SLAVE1)は従MCU1の
ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号を返します。

11.16. 従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR_SLAVE1) [$A9]

11.15.節をご覧ください。

11.17. 従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR_SLAVE2) [$AA]

従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR_SLAVE2)と従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR_SLAVE2)は従MCU2の
ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号を返します。

11.18. 従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR_SLAVE2) [$AB]

11.17.節をご覧ください。

11.19. 配線/ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ表改訂番号(PARAM2_RC_ID_TABLE_REV) [$C8]

配線ｶｰﾄﾞ基板識別表改訂番号。

11.20. 拡張ｶｰﾄﾞ表改訂番号(PARAM2_EC_ID_TABLE_REV) [$C9]

拡張ｶｰﾄﾞ基板識別表改訂番号。

11.21. ｶｰﾄﾞ基板組み合わせ状況(PARAM_BOARD_ID_STATUS) [$AD]

$00 = OK
$01 = 基板識別不一致(VTGを0Vに設定)
$02 = STK600電源ONの間に基板識別変化(VTGを0Vに設定)

11.22. ﾘｾｯﾄ設定(PARAM_RESET) [$B4]

RESET線をHighまたはLowへ設定するのに使います。基板がｱｲﾄﾞﾙの時にだけ動きます。

ｷｯﾄがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作の時に使われた場合、このﾊﾟﾗﾒｰﾀは無視されます。
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11.23. ﾘｾｯﾄ極性設定(PARAM_RESET_POLARITY) [$9E]

STK500との過去互換用で、このﾊﾟﾗﾒｰﾀはﾘｾｯﾄ極性を設定します。

11.24. ﾍﾟｰｼﾞ単位ﾃﾞｰﾀ列許可(PARAM_JTAG_ALLOW_FULL_PAGE_STREAM) [$50]

目的MCUがﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ全体のﾃﾞｰﾀ列を支援するか、または各ﾊﾞｲﾄがｱｲﾄﾞﾙ(JTAG状態)への戻りに後続しなければならないかを
示す論理値です。

  XML:AVRPART/ICE_SETTINGS/JTAGICEmkII/ucAllowFullPageBitstream

11.25. EEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量(PARAM_JTAG_EEPROM_PAGE_SIZE) [$52]

EEPROMの(ﾊﾞｲﾄでの)ﾍﾟｰｼﾞ容量を設定するために使います。

11.26. ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾍﾟｰｼﾞ容量(PARAM2_JTAG_FLASH_PAGE_SIZE) [$C7]

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの(ﾊﾞｲﾄでの)ﾍﾟｰｼﾞ容量を設定するために使います。

11.27. ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量上位語(PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_H) [$C5]

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの(ﾊﾞｲﾄでの)容量を設定するために使います。この値が$FFFF(64K)を拡張できるように、値は2つのﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀに分
けられています。

11.28. ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量下位語(PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_L) [$C6]

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量上位語(PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_H)をご覧ください。

11.29. ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE) [$53]

目的MCUがJTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝの一部のとき、STK600は目的対象の前後で何ﾋﾞｯﾄ飛ばすのかを知らなければなりません。PARAM 
_JTAG_DAISY_BITS_BEFOREとAFTERの値は命令ﾚｼﾞｽﾀの何ﾋﾞｯﾄを飛ばすかを指定します。

JTAGのﾃﾞｰﾀ段階では全ての目的対象外ﾃﾞﾊﾞｲｽが迂回(SKIP)ﾚｼﾞｽﾀ選択です。この迂回ﾚｼﾞｽﾀは1ﾋﾞｯﾄです。PARAM_JTAG_DAISY 
_UNITS_BEFOREとAFTERのﾊﾟﾗﾒｰﾀは目的ﾃﾞﾊﾞｲｽ前後のﾃﾞﾊﾞｲｽ数を指定し、これによって総合的な迂回ﾚｼﾞｽﾀ長を無視します。

例: 目的AVRが命令ﾚｼﾞｽﾀ長=2を持つ4つのﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾁｪｰﾝの2番目に置かれた場合、前後のﾋﾞｯﾄ数は各々2と5です。

表11-5.

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 値

2ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数 (PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)

7ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾋﾞｯﾄ数 (PARAM_JTAG_DAISY_BITS_AFTER)

1ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾃﾞﾊﾞｲｽ数 (PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_BEFORE)

2ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾃﾞﾊﾞｲｽ数 (PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_AFTER)

11.30. ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_AFTER) [$54]

ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)をご覧ください。

11.31. ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾃﾞﾊﾞｲｽ数(PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_BEFORE) [$55]

ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)をご覧ください。

11.32. ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾃﾞﾊﾞｲｽ数(PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_AFTER) [$56]

ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数(PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE)をご覧ください。
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12. XMLﾊﾟﾗﾒｰﾀ値
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ群は或るAVRﾃﾞﾊﾞ ｲｽに対して特定され、従ってこのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定はﾃﾞﾊﾞｲｽ内容定義XMLﾌｧｲﾙに属します。以下はﾃﾞﾊﾞｲｽ仕
様XMLﾌｧｲﾙ内のSTK600ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値を見つけるところの記述です。

AVR Studio 4のｲﾝｽﾄｰﾙ後、全てのXMLﾌｧｲﾙは、"\Program Files\Atmel\AVR Tools\PartDescriptionFiles\"で得られます。

図12-1. XML notepadで見たXMLﾌｧｲﾙ

XMLｴﾃﾞｨﾀ/ﾋﾞｭｱｰ(例えば、XML NotepadまたはInternet Exploror)でXMLﾌｧｲﾙを開いてください。STK600に対する全てのﾃﾞﾊﾞｲｽ
特性値は節点(ﾉｰﾄﾞ)STK600下に配置されています。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)に対するﾊﾟﾗﾒｰﾀ
については、/AVRPART/ICE_SETTINGS/STK600/IspEnterProgModeを見てください。
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13. 命令順序例
本節はﾊﾟｿｺﾝの前置処理部からSTK600への接続法とﾃﾞﾊﾞｲｽからの識票ﾊﾞｲﾄ読み出し法の説明を含みます。

命令とﾊﾟﾗﾒｰﾀの記述については「2.4. 命令形式」節をご覧ください。

13.1. 接続

接続するためにAVR StudioからSTK600へ送る命令順とﾊﾟﾗﾒｰﾀが以下で一覧されます。

・ CMD_SIGN_ON

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_HW_VER

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MAJOR

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MINOR

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MAJOR_SLAVE1

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MINOR_SLAVE1

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MAJOR_SLAVE2

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MINOR_SLAVE2

13.2. 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し

ISPを通してﾃﾞﾊﾞｲｽ識票を読み出すためにAVR StudioからSTK600へ送る命令順とﾊﾟﾗﾒｰﾀが以下で一覧されます。これを行なうため
の接続が既に成されていることに注意してください。

・ CMD_CHECK_STATUS_TGT_CONN

・ CMD_ENTER_PROGMODE_ISP

・ CMD_READ_SIGNATURE_ISP

・ CMD_READ_SIGNATURE_ISP

・ CMD_READ_SIGNATURE_ISP

・ CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP

13.3. STK600通信記録

AVR StudioとSTK600間の通信例と更なる詳細に関して、全通信をﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙに記録する設定にできます。これは以下で記述される
ようにﾚｼﾞｽﾄﾘ内にﾚｼﾞｽﾄﾘ ｷｰを追加することによって行なえます。

 1. "regedit"の実行によってﾚｼﾞｽﾄﾘを開いてください。

 2. ﾊﾟｽ:HKEY_CURRENT_USER\Software\Atmel\AVRTools\STK500\を探してください。

 3. 右ｸﾘｯｸからの新規(N)⇒文字列値(S)で、"LogFilePath"と名付けた新しい文字列値を作成してください。

 4. "LogFilePath"の右ｸﾘｯｸからの修正(M)で、例えば"C:\STK600Com.txt"とﾃﾞｰﾀ値を入力してください。

図13-1. 'ﾌｧｲﾙ名を指定して実行'ﾀﾞｲｱﾛｸﾞからregedit実行 図13-2. '文字列の編集'ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでの入力
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ATmega2560のISP識票読み出しに対する通信記録が下に示されます。

命令と返答のﾃﾞｰﾀを4.9.節の形式表と比べてみてください。

図13-3. ATmega2560のISP識票読み出しの通信記録

Sending pakect 01/04/2008 09:13:18.109
CMD_ENTER_PROGMODE_ISP
(1200 ms, 12 bytes) > 10 C8 64 19 20 00 53 03 AC 53 00 00

Receiving packet 01/04/2008 09:13:18.171
CMD_ENTER_PROGMODE_ISP
(1200 ms, 2 bytes) < 10 00
Returned status: Command succeeded

Sending pakect 01/04/2008 09:13:18.187
CMD_READ_SIGNATURE_ISP
(1000 ms, 6 bytes) > 1B 04 30 00 00 00

Receiving packet 01/04/2008 09:13:18.187
CMD_READ_SIGNATURE_ISP
(1000 ms, 4 bytes) < 1B 00 1E 00

Sending pakect 01/04/2008 09:13:18.187
CMD_READ_SIGNATURE_ISP
(1000 ms, 6 bytes) > 1B 04 30 00 01 00

Receiving packet 01/04/2008 09:13:18.187
CMD_READ_SIGNATURE_ISP
(1000 ms, 4 bytes) < 1B 00 98 00

Sending pakect 01/04/2008 09:13:18.187
CMD_READ_SIGNATURE_ISP
(1000 ms, 6 bytes) > 1B 04 30 00 02 00

Receiving packet 01/04/2008 09:13:18.187
CMD_READ_SIGNATURE_ISP
(1000 ms, 4 bytes) < 1B 00 01 00

Sending pakect 01/04/2008 09:13:18.218
CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP
(1000 ms, 3 bytes) > 11 01 01

Receiving packet 01/04/2008 09:13:18.218
(1000 ms, 2 bytes) < 11 00
Returned status: Command succeeded
Port closed
Returned status: Command succeeded

STK600への命令

STK600からの返答
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追補

A.1. 命令とﾊﾟﾗﾒｰﾀ

// *** 一般命令定数 ***

#define CMD_SIGN_ON 0x01 // 装置識票取得命令
#define CMD_SET_PARAMETER 0x02 // ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令
#define CMD_GET_PARAMETER 0x03 // ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令
#define CMD_OSCCAL 0x05 // 発振校正命令
#define CMD_LOAD_ADDRESS 0x06 // ｱﾄﾞﾚｽ指定命令
#define CMD_FIRMWARE_UPGRADE 0x07 // ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令
#define CMD_RESET_PROTECTION 0x0A // 短絡保護ﾘｾｯﾄ命令
#define CMD_CHECK_TARGET_CONNECTION 0x0D // 目的対象接続調査命令
#define CMD_LOAD_RC_ID_TABLE 0x0E // 配線ｶｰﾄﾞID表設定命令
#define CMD_LOAD_EC_ID_TABLE 0x0F // 拡張ｶｰﾄﾞID表設定命令
#define CMD_CLEAR_RC_ID_TABLE 0x09 // 配線ｶｰﾄﾞID表解除命令

// *** ISP命令定数 ***

#define CMD_ENTER_PROGMODE_ISP 0x10 // ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
#define CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP 0x11 // ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
#define CMD_CHIP_ERASE_ISP 0x12 // ISP ﾁｯﾌﾟ消去命令
#define CMD_PROGRAM_FLASH_ISP 0x13 // ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
#define CMD_READ_FLASH_ISP 0x14 // ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_EEPROM_ISP 0x15 // ISP EEPROM書き込み命令
#define CMD_READ_EEPROM_ISP 0x16 // ISP EEPROM読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_FUSE_ISP 0x17 // ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
#define CMD_READ_FUSE_ISP 0x18 // ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_LOCK_ISP 0x19 // ISP 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
#define CMD_READ_LOCK_ISP 0x1A // ISP 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
#define CMD_READ_SIGNATURE_ISP 0x1B // ISP 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令
#define CMD_READ_OSCCAL_ISP 0x1C // ISP 発振校正値読み出し命令
#define CMD_SPI_MULTI 0x1D // ISP複数命令

// *** PP命令定数 ***

#define CMD_ENTER_PROGMODE_PP 0x20 // 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
#define CMD_LEAVE_PROGMODE_PP 0x21 // 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
#define CMD_CHIP_ERASE_PP 0x22 // 並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
#define CMD_PROGRAM_FLASH_PP 0x23 // 並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
#define CMD_READ_FLASH_PP 0x24 // 並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_EEPROM_PP 0x25 // 並列 EEPROM書き込み命令
#define CMD_READ_EEPROM_PP 0x26 // 並列 EEPROM読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_FUSE_PP 0x27 // 並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
#define CMD_READ_FUSE_PP 0x28 // 並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_LOCK_PP 0x29 // 並列 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
#define CMD_READ_LOCK_PP 0x2A // 並列 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
#define CMD_READ_SIGNATURE_PP 0x2B // 並列 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令
#define CMD_READ_OSCCAL_PP 0x2C // 並列 発振校正値読み出し命令
#define CMD_SET_CONTROL_STACK 0x2D   // 制御値群設定命令

// *** HVSP命令定数 ***

#define CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP 0x3D // 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
#define CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP 0x3E // 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
#define CMD_CHIP_ERASE_HVSP 0x32 // 高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
#define CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP 0x33 // 高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
#define CMD_READ_FLASH_HVSP 0x34 // 高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_EEPROM_HVSP 0x35 // 高電圧直列 EEPROM書き込み命令
#define CMD_READ_EEPROM_HVSP 0x36 // 高電圧直列 EEPROM読み出し命令
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#define CMD_PROGRAM_EEPROM_HVSP 0x35 // 高電圧直列 EEPROM書き込み命令
#define CMD_READ_EEPROM_HVSP 0x36 // 高電圧直列 EEPROM読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP 0x37 // 高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
#define CMD_READ_FUSE_HVSP 0x38 // 高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
#define CMD_PROGRAM_LOCK_HVSP 0x39 // 高電圧直列 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
#define CMD_READ_LOCK_HVSP 0x3A // 高電圧直列 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
#define CMD_READ_SIGNATURE_HVSP 0x3B // 高電圧直列 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令
#define CMD_READ_OSCCAL_HVSP 0x3C // 高電圧直列 発振校正値読み出し命令

// *** XPROG命令定数 ***

#define CMD_XPROG 0x50 // XPROG命令内包命令
#define CMD_XPROG_SETMODE 0x51 // 動作種別設定命令

// *** AVR32 JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令 ***

#define CMD_JTAG_AVR32 0x80 // AVR32 JTAG命令内包命令
#define CMD_ENTER_PROGMODE_JTAG_AVR32 0x81 // ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
#define CMD_LEAVE_PROGMODE_JTAG_AVR32 0x82 // ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令

// *** AVR8 JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令 ***

#define CMD_JTAG_AVR 0x90 // AVR8 JTAG命令内包命令

// *** 状態定数 ***

// 成功
#define STATUS_CMD_OK 0x00 // 命令実行成功

// 警告
#define STATUS_CMD_TOUT 0x80 // 命令実行時間超過
#define STATUS_RDY_BSY_TOUT 0x81 // BSY/RDYﾋﾟﾝの採取監視による時間超過
#define STATUS_SET_PARAM_MISSING 0x82 // ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令未実行

// 異常
#define STATUS_CMD_FAILED 0xC0 // 命令実行失敗
#define STATUS_CMD_UNKNOWN 0xC9 // 未知の(未定義)命令
#define STATUS_CMD_ILLEGAL_PARAMETER 0xCA // 不正なﾊﾟﾗﾒｰﾀ

// 状態
#define STATUS_CONN_FAIL_MOSI 0x01 // MOSI接続失敗
#define STATUS_CONN_FAIL_RST 0x02 // ﾘｾｯﾄ接続失敗
#define STATUS_CONN_FAIL_SCK 0x04 // SCK接続失敗
#define STATUS_TGT_NOT_DETECTED 0x00 // 目的対象接続未検出
#define STATUS_ISP_READY 0x10 // ISP準備不可
#define STATUS_TGT_REVERSE_INSERTED 0x20 // 目的対象逆装着

// ﾊｰﾄﾞｳｪｱ状態 - 状態ﾋﾞｯﾄ変数
// ﾋﾞｯﾄ0～3: 従MCU
// ﾋﾞｯﾄ4～7: 主MCU
#define STATUS_AREF_ERROR 0 // AREFが回路短絡なら、1に設定
#define STATUS_VTG_ERROR 4 // VTGが回路短絡なら、1に設定
#define STATUS_RC_CARD_ERROR 5 // 基板給電時に基板識別子変化なら、1に設定
#define STATUS_PROGMODE 6 // 基板がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作なら、1に設定
#define STATUS_POWER_SURGE 7 // 基板が過電流流れ出しなら、1に設定
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// *** 1ﾊﾞｲﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定数 ***

#define PARAM_HW_VER 0x90 // ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号
#define PARAM_SW_MAJOR 0x91 // ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号
#define PARAM_SW_MINOR 0x92 // ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号
#define PARAM_VTARGET 0x94 // 目的対象電圧
#define PARAM_RESET_POLARITY 0x9E // ﾘｾｯﾄ極性設定
#define PARAM_CONTROLLER_INIT 0x9F // 制御器初期化
#define PARAM_STATUS_TGT_CONN 0xA1 // 目的対象接続状態
#define PARAM_DISCHARGEDELAY 0xA4 // 放電遅延設定
#define PARAM_SOCKETCARD_ID 0xA5 // ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ識別値
#define PARAM_ROUTINGCARD_ID 0xA6 // 配線ｶｰﾄﾞ識別値
#define PARAM_EXPCARD_ID 0xA7 // 拡張ｶｰﾄﾞ識別値
#define PARAM_SW_MAJOR_SLAVE1 0xA8 // 従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号
#define PARAM_SW_MINOR_SLAVE1 0xA9 // 従MCU1ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号
#define PARAM_SW_MAJOR_SLAVE2 0xAA // 従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号
#define PARAM_SW_MINOR_SLAVE2 0xAB // 従MCU2ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号
#define PARAM_BOARD_ID_STATUS 0xAD // ｶｰﾄﾞ基板組み合わせ状況
#define PARAM_RESET 0xB4 // ﾘｾｯﾄ設定
#define PARAM_JTAG_ALLOW_FULL_PAGE_STREAM 0x50 // ﾍﾟｰｼﾞ単位ﾃﾞｰﾀ列許可
#define PARAM_JTAG_EEPROM_PAGE_SIZE 0x52 // EEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量
#define PARAM_JTAG_DAISY_BITS_BEFORE 0x53 // ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾋﾞｯﾄ数
#define PARAM_JTAG_DAISY_BITS_AFTER 0x54 // ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾋﾞｯﾄ数
#define PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_BEFORE 0x55 // ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内前ﾃﾞﾊﾞｲｽ数
#define PARAM_JTAG_DAISY_UNITS_AFTER 0x56 // ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ内後ﾃﾞﾊﾞｲｽ数

// *** 2ﾊﾞｲﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定数 ***

#define PARAM2_SCK_DURATION 0xC0 // SCK周期指定値
#define PARAM2_CLOCK_CONF 0xC1 // ｸﾛｯｸ構成設定
#define PARAM2_AREF0 0xC2 // ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧0
#define PARAM2_AREF1 0xC3 // ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧1
#define PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_H 0xC5 // ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量上位語
#define PARAM2_JTAG_FLASH_SIZE_L 0xC6 // ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量下位語
#define PARAM2_JTAG_FLASH_PAGE_SIZE 0xC7 // ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾍﾟｰｼﾞ容量
#define PARAM2_RC_ID_TABLE_REV 0xC8 // 配線/ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ表改訂番号
#define PARAM2_EC_ID_TABLE_REV 0xC9  // 拡張ｶｰﾄﾞ表改訂番号
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A.2. XPROG命令とﾊﾟﾗﾒｰﾀ

// XPROG命令

#define XPRG_CMD_ENTER_PROGMODE 0x01 // ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
#define XPRG_CMD_LEAVE_PROGMODE 0x02 // ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
#define XPRG_CMD_ERASE 0x03 // 消去命令
#define XPRG_CMD_WRITE_MEM 0x04 // ﾒﾓﾘ書き込み命令
#define XPRG_CMD_READ_MEM 0x05 // ﾒﾓﾘ読み出し命令
#define XPRG_CMD_CRC 0x06 // CRC取得命令
#define XPRG_CMD_SET_PARAM 0x07 // ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令

// ﾒﾓﾘ形式

#define XPRG_MEM_TYPE_APPL 1 // 応用領域
#define XPRG_MEM_TYPE_BOOT 2 // ﾌﾞｰﾄ領域
#define XPRG_MEM_TYPE_EEPROM 3 // EEPROM
#define XPRG_MEM_TYPE_FUSE 4 // ﾋｭｰｽﾞ
#define XPRG_MEM_TYPE_LOCKBITS 5 // 施錠ﾋﾞｯﾄ
#define XPRG_MEM_TYPE_USERSIG 6 // 使用者識票
#define XPRG_MEM_TYPE_FACTORY_CALIBRATION 7 // 工場校正値

// 消去形式

#define XPRG_ERASE_CHIP 1 // ﾁｯﾌﾟ全体消去、施錠ﾋﾞｯﾄ解除
#define XPRG_ERASE_APP 2 // 応用領域消去
#define XPRG_ERASE_BOOT 3 // ﾌﾞｰﾄ領域消去
#define XPRG_ERASE_EEPROM 4 // EEPROM全体消去
#define XPRG_ERASE_APP_PAGE 5 // 応用領域の1ﾍﾟｰｼﾞ消去
#define XPRG_ERASE_BOOT_PAGE 6 // ﾌﾞｰﾄ領域の1ﾍﾟｰｼﾞ消去
#define XPRG_ERASE_EEPROM_PAGE 7 // EEPROMの1ﾍﾟｰｼﾞ消去
#define XPRG_ERASE_USERSIG 8 // 使用者識票消去

// 書き込み動作ﾌﾗｸﾞ

#define XPRG_MEM_WRITE_ERASE 0 // ﾍﾟｰｼﾞ消去
#define XPRG_MEM_WRITE_WRITE 1 // ﾍﾟｰｼﾞ書き込み

// CRC形式

#define XPRG_CRC_APP 1 // 応用領域
#define XPRG_CRC_BOOT 2 // ﾌﾞｰﾄ領域
#define XPRG_CRC_FLASH 3 // ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ全体

// 異常符号

#define XPRG_ERR_OK 0 // 成功
#define XPRG_ERR_FAILED 1 // 失敗
#define XPRG_ERR_COLLISION 2 // 衝突(重複)
#define XPRG_ERR_TIMEOUT 3 // 時間超過

// 異なる大きさのXPROGﾊﾟﾗﾒｰﾀ

// 4ﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽ
#define XPRG_PARAM_NVMBASE 0x01 // 不揮発性ﾒﾓﾘ基準位置

// 2ﾊﾞｲﾄ ﾍﾟｰｼﾞ容量
#define XPRG_PARAM_EEPPAGESIZE 0x02   // EEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量
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A.3. USB記述子

表13-1. 装置記述子

名称 値 16進値

$12有効bLength

装置bDescriptorType $01

2.0bcdUSB $0200

供給者指定bDeviceClass $FF

供給者指定bDeviceSubClass $00

なしbDeviceProtocol $00

64bMaxPacketSize0 $40

Atmel CorporationidVendor $03EB

$2106idProduct $2106

2.0bcdDevice $0200

1iManufacturer $01

2"STK600"iProduct $02

3iSerialNumber $03

1bNumConfigurations $01

表13-2. 構成設定記述子

名称 値 16進値

$09有効bLength

構成設定bDescriptorType $02

32ﾊﾞｲﾄwTotalLength $0020

1bNumInterface $01

1bConfigurationValue $01

0iConfiguration $00

$80bmAttributes $80

500mAbMaxPower $FA

表13-3. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子

名称 値 16進値

$09有効bLength

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽbDescriptorType $04

0bInterfaceNumber $00

0bAlternateSetting $00

2bNumEndpoints $02

供給者指定bInterfaceClass $FF

供給者指定bInterfaceSubClass $00

なしbInterfaceProtocol $00

0iInterface $00

表13-4. INｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子

名称 値 16進値

$07有効bLength

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄbDescriptorType $05

3 INbEndpointAddress $83

形式:可変ﾊﾟｹｯﾄ=×bmAttributes $02

64ﾊﾞｲﾄwMaxPacketSize $0040

大量(ﾊﾞﾙｸ)で無効bInterval $0A

表13-5. OUTｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子

名称 値 16進値

$07有効bLength

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄbDescriptorType $05

2 OUTbEndpointAddress $02

形式:可変ﾊﾟｹｯﾄ=×bmAttributes $02

64ﾊﾞｲﾄwMaxPacketSize $0040

大量(ﾊﾞﾙｸ)で無効bInterval $00
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